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❖編集後記
　運転免許更新前に「認知機能検査」を受
けねばならず、地元の警察署に赴向き検
査にのぞむ。75歳から89歳までの受験者
15名。女性は3名。担当官の指示で、成
年月日（西暦表示可）等の記載から入り、
16枚の図柄をみせられ、関係ない問いに
答えたあと、その名称を順次書くという
問題。タケノコが思い出せず、満点をめ
ざすも98点。機能検査の最中男性が心臓
発作を起こし、受験者の元看護師が心臓
マッサージを施し一命を止めるというハプ
ニングも経験。私は、とりあえずもう数
年運転可能となったが、高齢者の引き起
こす事故を考えると他人事ではない。平
静心でハンドルを握ろうと決意新たにし
ている。	 （林　敦子）

4 月１日に新元号が発表され、５月１日
新天皇就任となった。だからといっ

て世は何も変わらず、また変わってはなら
ない。にもかかわらず、メディアは浮き足
立ち、これに乗せられた人々の「代替りフィ
ーバー」「令和フィーバー」現象である。政権
の思惑どおりであったろう。
　３０年前は下血報道が長く続いた後の天皇
の死に伴う交替劇だった。国民に前天皇の
死に対する弔意が求められ、日本社会の少
なからぬ部分が唯々諾々とこれに従った。
歌舞音曲の自粛が申し合わされ、大きな社
会的同調圧力が可視化された。
　あのとき、よく分かった。天皇を「国民
統合の象徴」としている憲法規定は、ナショ
ナリズム喚起の有用な道具なのだ。対内的・
対外的な国民統合の道具は、
政権にとって便利な統治の
装置なのだ。
　今回の新天皇就任には、
天皇の死が伴っていない。
国民主権原理を逸脱した前
天皇のメッセージが生前退
位容認の特例法となったか

やがては法律文書も、判例
検索もすべて西暦表記に統
一せざるを得なくなる。
　もっとも、現状は楽観で
きない。人権派と思しき弁
護士の元号使用に愕然とす
ることがある。本誌への寄
稿にも、時に元号表記が

らだ。そのために、今度は祝意強制の圧力
が蔓延した。新天皇就任祝意一色のメディ
アの垂れ流し、前天皇礼賛の提灯記事・提
灯番組の羅列が大きな役割を果たした。そ
の提灯メディアに乗せられて、戦前・戦中
を彷彿とされる提灯行列までが行われたと
いう。
　「住民たちがちょうちんを振ったり万歳三
唱をしたりして歓迎の気持ちをあらわすと、
両陛下は、上下左右にちょうちんを振って
こたえられました。……両陛下の姿が見え
ると住民から歓声があがり、両陛下は、何
度も手を振ってこたえられていました。」と
いうのが、NHKの報道である。ここに、主
権者の姿はなく、臣民の残滓が見えるのみ。
　あらためて、象徴天皇制礼賛ないし受容
のイデオロギーとの対峙が課題となってい
るが、その課題は、象徴天皇制を支える小
道具との日常生活での対決として具体化す
る。その中で最重要のテーマが、「日の丸・
君が代」強制への抵抗と、元号使用の拒否
であろう。

あって戸惑わざるをえない。
　時代遅れの元号表記、不便というだけで
はない。国民の主権意識覚醒の障害として
有害なのだ。日常性から排除しなければと
思う。
	 （弁護士　澤藤統一郎）

元 号という紀年法は、天皇の在任期間
と緊密に結びつけられた天皇制の付

属制度であることから、その表記が通用す
る地域は限定され、存続期間も有限である。
明らかな欠陥紀年法。ビジネスには、不便
極まりなく、国民生活にも元号は廃れつつ
ある。先年、ある皇族女子の婚約記者会見
での発言が、すべて西暦で語られていたこ
とが話題となった。
　ところが、裁判所は５月１日以後文書の日
付に新元号を使い始めた。当然に、事件番
号もである。訴状や準備書面の主張部分は
すべて西暦を用いても、固有名詞である事
件番号は元号を用いるしかない。そこで、
裁判所を孤立させたい。弁護士はすべから
く、西暦を使おうではないか。そうすれば、
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